
しんしのつ
お茶の間の議会情報誌

議会通信
Shinshinotsu Village Assembly Information

３人の議員から一般質問
令和３年
議会開催状況
付託案件・議決結果

 解決！深
ふ か

掘
ぼ り

　第５弾
「追跡調査！一般質問のその後」

昨年11月26日の断水から代替給食で約１ヵ月間しのいでいたが、
３学期になって温かい給食が再開された。
当たり前に供給されていた『水』に不純物が混じり、その対応に追
われた給食センター職員の苦労が、再開された給食に滲む。
そんな苦労を子どもたちはしっかり感じながら、また少しやさしく
なったのだろう。
くしくもこの断水は16年前に廃校し、校舎から子どもたちの笑い
声と歓声が消えた月形町立昭栄小学校解体中の水道事故だった。
けれど噴き出した『水』は、ここに学校があったことを忘れないでと、
廃校を悲しんだ子どもたちの涙だったのかもしれない…。

第４回定例会

2022年（令和４年）
２月１日発行

第126号
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【
令
和
３
年
度
補
正
予
算
】

◎
一
般
会
計（
第
９
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・‌�

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金

１
８
０
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉１

９
０
５
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

35
億
９
４
６
８
万
円

◎
新
篠
津
村
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
等
の
法
定
受

託
事
務
を
変
更
す
る
た
め
に
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

産
科
医
療
補
償
制
度
の
掛
金

見
直
し
に
よ
り
、
健
康
保
険
法

施
行
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
い

出
産
育
児
一
時
金
の
総
支
給
額

を
維
持
す
る
た
め
に
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
令
和
３
年
度
補
正
予
算
】

◎
一
般
会
計（
第
10
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・‌�

生
活
交
通
路
線
維
持
運
行
費

補
助
金�

４
０
９
万
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
操
出
金

４
３
９
万
円

・‌�
障
害
者
介
護
・
訓
練
等
給
付

費�

７
２
８
万
円

・
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費

１
３
０
万
円

・‌�

指
定
管
理
温
泉
施
設
維
持
管

理
負
担
金�
80
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉１

６
２
９
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

36
億
１
０
９
７
万
円

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
高
額
医
療
給
付
費

１
０
０
０
万
円

・
健
診
、
検
査
業
務
委
託
料

１
０
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉１

１
０
０
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

７
億
３
７
１
２
万
円

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・‌�

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

負
担
金�

３
０
４
０
万
円

・
社
会
福
祉
協
議
会
負
担
金

３
０
２
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉３

５
４
３
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

４
億
３
６
４
６
万
円

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
保
険
料
等
負
担
金１

５
０
万
円

・
保
険
料
還
付
金

10
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉１

６
０
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

６
０
６
０
万
円

◎
一
般
会
計（
第
11
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・‌�

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金�

１
８
０
０
万
円

・‌�

た
っ
ぷ
の
湯
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
、
非
常
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事

３
４
７
万
円

・‌�

指
定
管
理
施
設
営
繕
費
負
担

金�

１
０
０
万
円

・
賄
材
料
費�

１
９
８
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉２

９
２
３
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

36
億
４
０
２
０
万
円

定
例
会
の
主
な
内
容

専
決
処
分

条
例
改
正

補
正
予
算

　

令
和
３
年
第
４
回
村
議
会

定
例
会
が
、
12
月
14
日
か
ら

22
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期

を
も
っ
て
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
令
和
３
年
度
補

正
予
算
や
条
例
の
改
正
な
ど

８
件
を
審
議
し
た
結
果
、
全

て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

１
件
の
専
決
処
分
を
承
認
し

ま
し
た
。

　

会
期
中
は
、
付
託
さ
れ
た

案
件
を
審
議
す
る
た
め
行
政

常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
最

終
日
に
報
告
を
受
け
、
そ
れ

ぞ
れ
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
追
加
の
補
正
予
算

及
び
意
見
書
案
、
委
員
会
発

委
３
件
を
審
議
し
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、３
人
の
議
員
か
ら

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
３
年

第
４
回

　
定
例
会

第
４
回

　
定
例
会

平成９年に開業し、24年経過した「たっぷの湯」
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◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
３
月
31
日
で
任
期

満
了
と
な
る
木
村
良
磨
氏
の
後

任
に
戸
賀
澤
大
輔
氏
を
候
補
者

と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
の
諮
問

に
対
し
、「
適
任
」と
答
申
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

●
人
権
擁
護
委
員
と
は

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
の
委
嘱
を
受
け
、
村
民
の
人

権
を
守
る
た
め
の
活
動
を
し
て

い
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。

　

人
格
・
識
見
と
も
に
高
く
、

広
く
社
会
の
実
情
に
通
じ
人
権

擁
護
に
つ
い
て
理
解
が
あ
り
、

な
お
か
つ
守
秘
義
務
を
遂
行
で

き
る
人
物
を
新
篠
津
村
長
が
推

薦
し
て
い
ま
す
。
委
嘱
は
法
務

大
臣
が
行
い
ま
す
が
、
新
篠
津

村
議
会
に
も
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
適
任
の
人
物
か
ど
う
か
、

意
見
を
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　

新
篠
津
村
で
は
、
現
在
、
木

村
良
磨
氏
と
清
田
里
美
氏
の
２

人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

請
願
書
１
件
と
陳
情
書
１
件

に
つ
い
て
、
行
政
常
任
委
員
会

に
付
託
の
上
、
審
議
し
た
結
果
、

請
願
書
は
採
択
、
陳
情
書
は
趣

旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
採
択
さ
れ
た
請
願
書

に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第

99
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
政
府

関
係
機
関
等
へ
意
見
書
を
提
出

し
て
い
ま
す
。

◎
地
球
温
暖
化
、
海
水
温
上
昇

に
伴
う
水
産
漁
業
被
害
の
解
明

と
支
援
策
を
求
め
る
意
見
書

　

行
政
常
任
委
員
会
の
提
案
に

よ
る
意
見
書
案
を
可
決
し
、
政

府
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
、
北

海
道
選
出
国
会
議
員
に
は
陳
情

書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

◎
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

　

11
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な

る
教
育
委
員
会
教
育
長
に
荒
谷

順
一
郎
氏
を
引
き
続
き
任
命
す

る
こ
と
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
２
０
２
４
年
11
月
30

日
ま
で
の
３
年
間
で
、
荒
谷
氏

は
３
期
目
と
な
り
ま
す
。

◎
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
８
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
防
災
倉
庫
屋
根
補
修
工
事

　
　
　
　
　
３
０
４
万
円

・
福
祉
灯
油
助
成
給
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　

44
万
円

・‌�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
策
費

　
　
　
　
　
　

△
６
１
６
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉△１

３
９
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

35
億
７
５
６
３
万
円

戸賀澤　大輔　氏

荒谷　順一郎　氏

件　名 提　出　者 結　果

令和４年度の米政策に関する請願書

新篠津村農業協同組合
　代表理事組合長　
　　早川　仁史　他４団体
紹介議員
　新篠津村議会議員　大塚　裕樹
　新篠津村議会議員　南部　隆志

採　択

教職員の超勤・多忙化解消、義務教育費国庫負担制度
堅持・負担率２分の１への復元、「子どもの貧困」解
消など教育予算確保・拡充と就学保障に向けた陳情書

連合北海道石狩地域協議会
当別地区新篠津支部連合会
　会　長　　黒田　孝則

趣旨採択

人
　
　
事

人
　
　
事

補
正
予
算

意

見

書

請
願
・
陳
情
書

第
４
回
臨
時
会

（
11
月
24
日
）

議
会
日
誌

【
11
月
】

15
日	

全
国
過
疎
地
域
連
盟
第
52

回
定
期
総
会�

（
東
京
都
）

23
日	

新
穀
感
謝
祭

24
日	

第
４
回
村
議
会
臨
時
会

26
日	

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

（
東
京
都
）

【
12
月
】

7
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

14
日	

第
４
回
村
議
会
定
例
会

（
初
日
）

22
日	

第
４
回
村
議
会
定
例
会

（
最
終
日
）

【
１
月
】

6
日	

議
員
協
議
会

	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

7
日	

交
通
安
全
祈
願
祭

	

新
篠
津
消
防
出
初
式

	

新
篠
津
村
関
係
機
関
新
年

交
礼
会

13
日	

新
篠
津
村
商
工
会
新
年
交

礼
会

20
日	

議
会
広
報
特
別
委
員
会
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○
南
部
議
員　
質
問

　

近
隣
市
町
村
の
住
宅
補
助
の

現
状
を
調
べ
る
と
、
月
形
町
で

は
町
内
事
業
所
、
営
業
所
の
建

設
会
社
が
建
設
す
れ
ば
１
５
０

万
円
、
町
外
業
者
で
50
万
円
、

指
定
さ
れ
た
団
地
に
建
設
し
た

場
合
＋
50
万
円
、
そ
の
他
に
合

併
浄
化
槽
設
置
に
も
助
成
し
て

い
る
。
南
幌
町
も
住
宅
支
援
、

合
併
浄
化
槽
に
助
成
し
て
い
る
。

　

当
別
町
も
ご
く
最
近
、
新
築

住
宅
購
入
費
の
補
助
を
行
う
よ

う
で
、
合
併
浄
化
槽
設
置
費
は
、

排
水
設
備
費
を
除
く
工
事
費
に

対
し
て
40
％
以
内
の
補
助
を
し

て
い
る
。

　

江
別
市
、
長
沼
町
も
農
村
部

を
中
心
と
し
た
地
域
に
合
併
浄

化
槽
設
置
費
を
補
助
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
の
他
に
も
５
年
間
、

住
宅
ロ
ー
ン
利
子
助
成
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
我
が
村
も
人
口
対

策
の
観
点
か
ら
住
宅
購
入
等
に

対
し
て
の
支
援
を
検
討
い
た
だ

け
な
い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

今
近
隣
市
町
で
は
、
新
た
な

移
住
に
よ
り
定
住
さ
れ
る
方
を

対
象
と
し
た
住
宅
新
築
等
の
支

援
制
度
を
設
け
、
地
元
建
築
業

者
の
振
興
等
も
図
り
な
が
ら
、

減
少
す
る
人
口
対
策
の
取
組
み

の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て

い
る
自
治
体
も
数
多
く
あ
る
。

　

本
村
と
し
て
は
、
人
口
対
策

の
観
点
か
ら
、
ま
ず
は
本
村
へ

の
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
る

た
め
、残
り
十
六
区
画
あ
る「
み

　令和３年第４回村議会定例会が12月14日から22日の９日間の日程で開催され、議会最終日に３人
の議員が一般質問し、石塚村長に答弁を求めました。
（紙面の都合上、要約し掲載しています。）

村政のここが聞きたい
～３人の議員から６項目を問う～

一般
質問

１　南部　隆志　議員
　①‌�住宅購入等に対する支援制度について
　②公共施設や災害避難所の設備について

２　林　　和彦　議員
　①‌�デジタル田園都市国家構想について

３　大塚　裕樹　議員
　①‌�みどりの食料システム戦略に向けて
　②担い手育成「最大1,000万円」の支援について
　③クリニック建替えに向けた村民への対話について

人口対策の観点から

　住宅購入等に対する支援をQ

支援の仕方などを

　必要に応じ考えていくA

一般
質問
一般
質問
南部　隆志 議員
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の
り
団
地
」
の
販
売
に
向
け
て

の
Ｐ
Ｒ
を
推
し
進
め
、
こ
の
団

地
で
の
新
築
住
宅
建
築
に
対
す

る
支
援
を
引
き
続
き
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
今
後
、
本
村

に
お
け
る
人
口
対
策
と
し
て
、

分
譲
団
地
以
外
で
の
住
宅
購
入

支
援
が
有
効
な
手
段
で
あ
る
の

か
を
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
て

支
援
の
仕
方
な
ど
も
考
え
て
い

き
た
い
。

○
南
部
議
員　
質
問

12
月
１
日
の
朝
８
時
30
分
過

ぎ
に
瞬
間
最
大
風
速
21
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
暴
風
雨
が
吹
き
、

道
道
の
防
雪
柵
が
倒
れ
る
被
害

が
あ
っ
た
。

幸
い
、
村
内
で
そ
の
他
の
大

き
な
被
害
は
聞
か
れ
て
い
な
い

し
、
停
電
も
起
き
て
い
な
い
。

２
０
１
８
年
９
月
、
胆
振
東

部
地
震
で
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と

な
り
、
最
大
３
日
間
に
渡
り
電

気
製
品
が
使
え
ず
、
ま
た
、
ガ

ソ
リ
ン
の
不
足
、
食
料
品
等
の

確
保
な
ど
不
便
な
生
活
も
強
い

ら
れ
た
。

こ
の
様
な
事
が
厳
冬
期
に
起

き
た
ら
、
確
実
に
避
難
所
に
避

難
す
る
人
は
、
大
幅
に
増
加
す

る
。そ

の
中
で
、
一
番
重
要
な
電

気
設
備
に
関
し
て
は
、
災
害
本

部
と
な
る
役
場
庁
舎
、
ま
た
、

福
祉
園
、
自
治
セ
ン
タ
ー
は
準

備
が
進
ん
で
い
る
様
だ
が
、
避

難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
各
自

治
区
の
会
館
や
学
校
な
ど
は
進

ん
で
い
な
い
の
が
現
状
と
思
わ

れ
る
。

そ
こ
で
、
避
難
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
全
て
の
村
内
施
設
の

現
状
と
今
後
の
整
備
方
針
は
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

自
治
セ
ン
タ
ー
と
ふ
れ
あ
い

の
苑
は
、
自
家
発
電
が
あ
り
、

高
等
養
護
学
校
及
び
第
４
地
区

社
会
教
育
会
館
に
は
、
可
搬
式

の
発
電
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
施
設
に
は
、
可
搬
式

の
発
電
機
を
災
害
時
に
各
避
難

所
に
準
備
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

今
後
は
、
各
会
館
施
設
の
防

災
資
機
材
導
入
を
随
時
行
っ
て

い
き
、
災
害
が
あ
っ
た
場
合
、

応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
事

業
者
等
か
ら
の
支
援
も
受
け
な

が
ら
避
難
所
で
の
対
応
を
し
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
防
災
で
は
自
助
と
い

う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。

　

災
害
が
あ
っ
た
場
合
、
行
政

と
し
て
住
民
の
命
を
守
る
た
め
、

で
き
る
限
り
の
こ
と
は
す
る
が
、

限
界
も
あ
る
。

　

常
日
ご
ろ
か
ら
、
各
家
庭
お

い
て
、
災
害
時
で
の
行
動
の
確

認
や
防
災
備
蓄
品
な
ど
の
備
え

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
被
害

も
か
な
り
抑
え
ら
れ
る
と
思
う

の
で
、
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜

り
た
い
。

○
林
議
員　
質
問

　

国
は
地
方
か
ら
デ
ジ
タ
ル
の

実
装
を
進
め
、
地
方
と
都
市
の

差
を
縮
め
、
都
市
の
活
力
と
地

方
の
ゆ
と
り
の
両
方
を
享
受
で

き
る
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
」
の
実
現
を
目
指
し
て

い
る
。

　

本
村
も
平
成
21
年
度
か
ら
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
を
始
め
、

公
共
施
設
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
通
信

も
実
現
し
た
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
で
は
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
一

人
１
台
の
情
報
端
末
機
を
提
供

す
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

ん
で
い
る
。

　

今
後
、
こ
の
構
想
に
よ
り
地

方
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
や
、
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
５
Ｇ
通
信
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
ス
マ
ー
ト
農
業

の
取
り
組
み
が
増
え
、
省
力
化

も
進
む
と
思
わ
れ
る
。

　

本
村
で
も
移
住
者
対
策
や
企

業
誘
致
の
推
進
、
農
業
・
商
業
・

工
業
を
持
続
し
て
い
く
た
め
に

も
デ
ジ
タ
ル
化
は
必
須
と
考
え

て
い
る
が
、
今
後
、
村
と
し
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

避難所となる施設の

　　現状と整備方針はQ

各会館に防災資機材の

　導入を随時行っていくA

デジタル化に向け

　どのように取り組むのかQ

国の動向を注視し、

　優先課題を見極めていくA

一般
質問
一般
質問
林　　和彦 議員

強風により倒れた防雪柵（12月１日）
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○
石
塚
村
長　
答
弁

国
は
、
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ

る
地
方
か
ら
国
全
体
へ
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
の
成
長
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
を
表
明
し
た
。

村
で
は
既
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
が
整
備
さ
れ
、
公
共
施
設

の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
な
ど
も
進
ん
で
い
る
。

11
月
に
策
定
し
た
「
新
篠
津

村
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
計

画
」
で
も
一
部
触
れ
て
い
る
が
、

事
業
の
取
り
組
み
を
具
現
化
し

て
い
く
う
え
で
、
国
も
デ
ジ
タ

ル
化
の
取
り
組
み
に
対
し
て
交

付
金
等
を
大
規
模
に
展
開
す
る

と
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
で
の
検
討
も
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
、
今
後
は
、

月
１
回
程
度
開
催
し
、
春
ま
で

に
は
ビ
ジ
ョ
ン
を
ま
と
め
る
と

し
て
い
る
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
検
討
会
議
」
の
動

向
を
注
視
し
、
全
国
各
地
で
開

発
実
証
が
行
わ
れ
て
い
る
第
５

世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
（
５

Ｇ
）
な
ど
の
結
果
を
参
考
に
し

て
、
本
村
が
取
り
組
む
べ
き
優

先
課
題
な
ど
を
見
極
め
て
い
く
。

○
大
塚
議
員　
質
問

農
林
水
産
省
は
、
持
続
可
能

な
食
料
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向

け
、「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」を
策
定
し
、 中
長
期
的
な

観
点
か
ら
、調
達
、生
産
、加
工・

流
通
、
消
費
の
各
段
階
の
取
組

と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
等

の
環
境
負
荷
軽
減
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
２
０
５
０

年
の
目
標
年
度
を
設
定
し
様
々

な
政
策
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
中
で
令
和
４
年
度
か
ら

の
新
事
業
と
し
て
「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
推
進
交
付

金
」
が
創
設
さ
れ
、
地
方
自
治

体
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
計
画
に
基
づ

き
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
産
地
展

開
、
有
機
農
業
の
団
地
化
や
学

校
給
食
等
で
の
利
用
な
ど
を
進

め
る
政
策
が
始
ま
り
、
全
国
に

１００
ヵ
所
の
モ
デ
ル
地
域
を
育
成

す
る
政
策
と
し
て
強
く
進
め
て

行
く
予
定
で
あ
る
。

ぜ
ひ
、
村
と
し
て
い
ち
早
く

取
り
組
み
、
地
域
の
活
性
化
や

札
幌
近
郊
の
有
利
な
地
の
利
を

活
か
し
た
高
付
加
価
値
農
業
と

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
取

り
組
む
村
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

諸
外
国
に
お
い
て
は
、
環
境

や
健
康
に
関
す
る
戦
略
を
策
定

し
、
国
際
ル
ー
ル
に
反
映
さ
せ

る
動
き
が
見
ら
れ
、
今
後
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
や
環
境
を
重
視
す
る
国

内
外
の
動
き
が
加
速
し
て
い
く

と
見
込
ま
れ
る
。

本
戦
略
で
は
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
農
林
水
産
業
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
ゼ
ロ
や
化
学
農
薬
・
化
学

肥
料
の
使
用
量
の
低
減
、
有
機

農
業
の
取
組
面
積
の
拡
大
な
ど

14
項
目
の
目
標
に
向
け
段
階

的
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
推
進
交
付
金
」
事
業
は
、

地
方
自
治
体
が
策
定
し
た
ビ

ジ
ョ
ン
・
計
画
に
基
づ
き
、
有

機
農
業
の
推
進
や
ス
マ
ー
ト
農

業
の
産
地
展
開
な
ど
の
取
組
を

実
践
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
村
に
お
い
て
も
、
持
続
可

能
な
食
料
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
か
い
、
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
て
こ
の
戦
略
に
取
り
組
む

こ
と
が
、
本
村
農
業
の
振
興
・

発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

今
後
、
実
施
要
綱
等
が
示
さ

れ
た
ら
内
容
を
確
認
し
た
上
で
、

実
施
を
検
討
し
た
い
。

○
大
塚
議
員　
質
問

農
林
水
産
省
は
、
令
和
４
年

度
の
予
算
よ
り
農
業
へ
の
人
材

の
一
層
の
呼
び
込
み
と
定
着
を

図
る
た
め
、
就
農
に
向
け
た
研

修
資
金
、
親
元
就
農
を
含
む
経

営
開
始
時
の
投
資
を
基
本
と
す

る
経
営
開
始
資
金
等
の
取
組
を

国
と
地
方
が
一
体
と
な
っ
て
支

援
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
村
に
は
毎
年
５
名
程
度
の

有
能
な
農
業
後
継
者
が
い
る
の

で
、
こ
の
厳
し
い
農
業
の
転
換

期
に
若
い
担
い
手
へ
の
チ
ャ
レ

みどりの食料システム

　戦略推進交付金の活用はQ

実施要綱等の内容を

　確認した上で検討したいA

担い手育成施策に

　いち早く支援すべきではQ

詳細が示されたら内容を

　確認した上で検討したいA

一般
質問
一般
質問
大塚　裕樹 議員 ＧＩＧＡスクール構想で整備した

タブレット端末による授業
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ン
ジ
を
後
押
し
す
る
施
策
に
い

ち
早
く
支
援
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

農
林
水
産
省
は
、
令
和
４
年

度
予
算
概
算
要
求
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
農
業
次
世
代
人
材

投
資
事
業
を
改
め
、「
新
規
就

農
者
育
成
総
合
対
策
」
を
新
設

し
た
。

全
国
的
に
、
農
業
を
主
な
仕

事
と
す
る
基
幹
的
農
業
従
事
者

が
、
５
年
前
か
ら
約
23
％
減
少

し
、
49
歳
以
下
の
新
規
就
農
者

も
減
少
傾
向
で
あ
り
、
特
に
親

元
就
農
が
減
少
し
て
い
る
と
い

う
現
状
を
踏
ま
え
、
対
策
を
講

じ
る
も
の
で
あ
る
。

本
村
に
は
、
こ
の
５
年
間
で

年
平
均
５
名
の
新
規
就
農
者
は

い
る
が
、
農
家
戸
数
は
減
少
し

て
お
り
、
新
規
参
入
を
含
め
た

新
規
就
農
者
の
育
成
・
確
保
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

本
事
業
は
、
農
業
次
世
代
人

材
投
資
事
業
か
ら
組
み
替
え
ら

れ
る
新
規
事
業
で
あ
る
の
で
、

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
と

同
様
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

今
後
、
詳
細
が
示
さ
れ
た
ら

内
容
を
確
認
し
た
上
で
、
検
討

し
た
い
。

○
大
塚
議
員　
質
問

村
長
は
、
２
期
目
の
公
約
と

し
て
一
番
に
「
す
こ
や
か
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
建
替
え
」
を
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も
行
わ
れ
、
現
在
、

各
関
係
機
関
な
ど
の
代
表
者
も

入
っ
た
検
討
委
員
会
も
開
催
さ

れ
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
私
ど
も
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
内
容
も
検
討
委
員

会
の
状
況
も
全
く
把
握
し
て
い

な
い
の
で
、
非
常
に
不
安
に
思

う
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
ま
た
、

不
安
に
感
じ
て
い
る
村
民
も
多

い
と
思
う
し
、
逆
に
関
心
の
な

い
村
民
も
多
い
の
が
現
実
だ
と

思
う
。

そ
の
中
で
来
年
３
月
に
は
、

検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申
が
出

さ
れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
村
長

の
最
終
決
断
も
迫
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
ほ
ど
集
会

や
会
合
も
厳
し
い
状
況
な
の
で
、

ぜ
ひ
、
来
年
の
１
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
自
治
懇
談
会
で
は
、

村
民
の
意
見
を
聞
く
場
を
し
っ

か
り
設
け
る
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

す
こ
や
か
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、

昭
和
47
年
に
「
新
篠
津
村
国

保
診
療
所
」
と
し
て
建
設
さ
れ
、

築
49
年
が
経
過
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
改
修
は
、

平
成
９
年
に
入
院
病
棟
の
大
規

模
改
修
、
平
成
21
年
に
、
浴
室
、

ト
イ
レ
、
屋
根
な
ど
の
一
部
改

修
を
行
っ
て
き
た
が
、
近
年
は
、

老
朽
化
に
伴
う
修
繕
が
増
え
て

き
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
26
年
の
消
防
法

令
の
改
正
に
よ
り
、
有
床
診
療

所
は
令
和
７
年
６
月
30
日
ま
で

に
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
そ
れ
ま
で
に
整
備
を

図
り
た
い
と
の
考
え
か
ら
、
現

在
、「
新
ク
リ
ニ
ッ
ク
建
替
検

討
委
員
会
」を
設
置
し
て
、「
新

ク
リ
ニ
ッ
ク
建
替
基
本
構
想
・

基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
村
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
に
、
第
一
の
方

策
と
し
て
は
、
検
討
委
員
会
の

構
成
委
員
10
名
の
う
ち
、
８
名

を
村
内
各
団
体
か
ら
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
利
用
す
る
村
民
の
代

表
と
し
て
検
討
委
員
を
選
出
を

し
て
い
る
。

そ
の
他
の
２
名
は
、
公
平
で

専
門
的
な
立
場
の
方
も
、
新
ク

リ
ニ
ッ
ク
建
替
検
討
の
協
議
に

は
必
要
と
な
る
の
で
、
医
療
関

係
と
建
築
関
係
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
方
を
選
出
し
て
い
る
。

第
二
の
方
策
と
し
て
は
、
村

民
に
対
し
て
、
９
月
か
ら
10
月

に
か
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
て
、
大
変
多
く
の
方
々

か
ら
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
第
三
の
方
策
と
し

て
、
村
民
と
直
接
、
対
話
す
る

こ
と
が
で
き
る
自
治
懇
談
会
の

中
で
も
ご
意
見
や
ご
要
望
を
伺

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

クリニック建替えの

　　村民の意見を聞く場をQ

自治懇談会の中でも

　　意見や要望を伺いたいA

築49年経過した「すこやかクリニック新篠津」

クリニック建替えの意見も出された自治懇談会
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村民の疑問を解決
ましてや議員の疑問までも解決。

その５

「
あ
の
一
般
質
問
は
そ
の
後
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
ね
？
」

と
あ
る
議
員
が
言
っ
た
。

「
実
態
調
査
が
進
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
け
ど
、
村
当
局
へ

の
確
認
が
必
要
だ
ね
。」
と
あ

る
議
員
が
答
え
た
。

は
た
し
て
、
こ
れ
ま
で
に

行
っ
た
一
般
質
問
は
そ
の
後
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
任
期

中
に
検
証
す
る
こ
と
も
大
切
な

仕
事
だ
。

我
々
議
員
の
任
期
は
、
令
和

元
年
５
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

４
月
30
日
ま
で
。

こ
れ
ま
で
11
回
開
催
さ
れ
た

定
例
会
に
お
い
て
、
７
議
員
が

66
項
目
の
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

「
質
問
」→「
答
弁
」→「
現
在

の
状
況
」
の
主
要
な
２
例
を
示

し
、
要
旨
64
件
を
ま
と
め
、
検

証
し
な
が
ら「
解
決
！
深
掘
り
」

第
５
回
目
は
、
忘
れ
去
ら
れ
て

は
困
る
こ
れ
ま
で
の
「
一
般
質

問
」
に
つ
い
て
、
深
掘
り
し
て

み
た
。

今
回
の
深
掘
り
は

「
追
跡
調
査
！

一
般
質
問
の
そ
の
後
」

シルバー人材センターの窓口設置が必要では
（平成30年３月、令和元年12月）

江別市シルバー人材センターにお願いをして村
民も登録し活動しているが、村内の人手不足や
雇用確保の点から、役場内に窓口の設置が必要
ではないか。

江別市と合意し、村役場内にシルバー人材
センターを開設している。

現在、毎週金曜日の午前中に、江別市の協力を
得ながら、入会手続きの案内や仕事の受注を受
付している。
開設日に来庁できない方は、江別市シルバー人
材センターまで問い合わせる。
詳しい内容は、村広報に掲載されている。

江別市の意向を確認し検討していく

令和元年７月、江別市シルバー人材センターと
連携を図ることで合意した。今後の取り組みと
窓口等については、江別市の意向を確認の上、
本村でのあり方を検討していく。

オンラインなどの現状と準備状況は
（令和２年６月）

休校も想定される中、新型コロナウイルス感染
症の収束に向かいつつある状況で、オンライン
授業や土曜日授業など、現状としてどこまで準
備を進めているか。

すでにＩＣＴを活用した新しい学習環境が
整っている。

令和２年度末に、全道でもいち早く小中学校の
全児童生徒、一人ひとりに「タブレット端末」
が整備され、子どもたちの学びの環境が新しく
なった。
「情報活用能力の育成」や「ＩＣＴを活用した学習
活動の充実」が図られている。

１人１台のタブレットの早期導入を目指す

先生方はタブレットを使った学習方法などに関
する研修に取り組んでおり、児童生徒１人１台
のタブレット整備事業を、一日も早く供用開始
したい。

質　問

答　弁

現 在 の 状 況
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定例会 質問議員 № 質  問  要  旨 回  答  要  旨 検　証

令和元年第２回 
質問日 

６月21日 
（以下同じ）

大　塚 議員

① なり手不足の民生委員の定数の見直
し、報酬の支給は 世帯数の推移を見極め検討する 未解決

② 公営住宅の入退去時にきめ細やかな対
応を 入居者への柔軟な対応と説明を心掛ける 〇

③ 農業用ドローンへ支援などの検討は 関係機関と協議し総合的な支援を検討
する 検討中

高橋（隆）議員 ① 指定管理先の雇用対策と修繕料の増加
対策は 指定管理者と十分な協議を進める 検討中

南　部 議員

① 近年、多発する野火への具体的な対策は 村・警察・消防が連携し野火の撲滅を
目指す 〇

② 子育て支援法が施行されたあとの村独
自施策の対応は

システムの導入を検討し児童養育助成
などは継続する 〇

③ 投票率向上に向けた取り組みは 選挙啓発事業を継続し投票率向上へ努
力する △

令和元年第３回 
９月12日

大　塚 議員

① 第４墓地周辺の防火対策が必要では 巡回や広報、防災無線等で予防活動を
強化する 〇

② 子どもたちの社会性を育むために集合
学習の実施は

有効な指導形態と認識し今後検討して
いく △

③ 認知能力に差が出る就学前教育の実施は 英語に触れる機会など就学前教育を検
討する △

林　　 議員 ① 空き家等対策計画の策定を早期に まずは空き家の実態調査を進める 未解決

山　元 議員 ① ふれあい農園の空き区画をパークゴル
フ場の新コースに

未利用地で新コースなどの施設整備を
検討する 検討中

南　部 議員
① 中学生の海外研修を行う考えは 生徒の英語学習への意欲を高めるため

十分検討する 検討中

② サ高住など今後の介護施設整備の考えは 計画作成時に調査等を行い必要性を検
討する 検討中

令和元年第４回 
12月13日

高橋（隆）議員
① 役場職員等に対する綱紀粛正の徹底は コミュニケーションを深め注意深く監

督する 〇

② 築30年の保健センターを新築・大規模
改修する考えは

耐用年数を超える施設を優先的に計画
し検討を進める 未実施

大　塚 議員

① 農業経営収入保険への加入促進が必要
では 農業者個々の危機管理の問題である 未実施

② ワカサギ釣りの釣果アップへの対策は 釣客への改善策を優先に河川環境も含
め検討 未解決

③ 長期的な断水が発生した場合の対策は 復旧の状況に応じ各協定先に応援要請
を行う 〇

南　部 議員 ① シルバー人材センターの窓口設置が必
要では 江別市の意向を確認し検討していく 〇

髙　井 議員 ① 台風などによる風水害対策は 地域防災計画に基づき対策を行う 〇

令和２年第１回 
３月19日

山　元 議員 ① 【コロナ緊急質問】取り組んだ対策と今
後の対応は

村民、児童生徒の感染防止対策を全力
で実施する 〇

大　塚 議員 ① 【　〃　】独自対応で卒業式の挙行ができ
ないのか

児童生徒の健康と安全を守ることが大
優先と考える 〇

南　部 議員 ① 【　〃　】緊急支援対策の村独自の検討は 影響や課題を調査し支援対策を検討する 〇

令和２年第２回 
６月26日

林　　 議員 ① バス路線の維持に向けた対策は 必要不可欠な路線のためしっかり維持
していく 〇

大　塚 議員

① エゾシカの増加を防ぐ取り組みは 専門家の助言参考に新たな取り組みを
行う 〇

② 避難所の三密を防ぐため新たな対策が
必要では

適切な感染症防止対策で避難所対応を
していく 〇

③ オンライン授業などの現状と準備状況は １人１台のタブレットの早期導入を目
指す 〇

南　部 議員 ① 備蓄食料・避難所運営の見直しは 避難所生活の環境改善に取り組む 〇

高橋（隆）議員
① 村有地売却に伴う経緯等の説明を 丁寧な説明をし住民に理解を求めたい △

② コロナ禍のなかで、教育長の声を小中
学生にどう届けるか 村ホームページなどで村民に届けたい △



No.126　議会通信しんしのつ

Shinshinotsu  Village  Assembly  Information

❿

定例会 質問議員 № 質  問  要  旨 回  答  要  旨 検　証

令和２年第３回 
９月18日

南　部 議員 ① 意見要望が書き込めるサイトの運用は 実現への可能性を検討・研究し探る △

林　　 議員 ① 石狩川流域自治体と治水・渇水対策の
連携は

流域全体で中央要望や情報を共有して
いる 〇

大　塚 議員
① 満車になることが多いたっぷの湯駐車

場の増設は
駐車場のスペース確保を前向きに検討
する 〇

② マイナポイント活用に向け周知に力を
入れる考えは

活用例を示しながらより一層のＰＲ活
動を進める 検討中

令和２年第４回 
12月11日

高橋（隆）議員
① 保育所職員等への慰労金の支給は 他の業種も考慮し支給は考えていない 未実施

② たっぷの湯などの今後の改修計画は 相当な経費のため慎重に検討する 検討中

南　部 議員 ① 定住促進に向けた魅力ある住環境づく
りは 他の事例も参考に費用対効果を見極める 検討中

大　塚 議員

① 経営継続補助金の継続への要請活動は 実態に即した対応ができるよう検討する 未実施

② 認定こども園設立の調査研究の考えは 設立に向けた準備の検討・調査を進める 検討中

③ 新たな婚活事業の仕組み作りが必要では 新たな支援策等を改めて判断する 検討中

令和３年第１回 
３月19日

林　　 議員 ① 自主防災組織の設立に向けた動きは 全自治区が参加し既に組織が設立され
ている 〇

大　塚 議員

① 福祉関連施設へのＰＣＲ検査の助成検
討は

助成金額が高額になり実施するのは難
しい 未実施

② 商工業者存続への地域活性化対策は 商工業者自らの知恵か要望があれば検
討する △

③ 水道管の更新や管理保全などリスク管
理は 水道水の安全かつ安定供給を図っていく △

南　部 議員
① 道路などの問題を解決する総合窓口的

な部署の設置の検討は 総合窓口がなくともすぐに対応する △

② コロナワクチン接種事務担当者の配置は 組織体制の強化など今後検討していく 〇

髙橋（孝）議員 ① ワクチン接種に向けた対応状況は ワクチン接種の対応は万全の体制で臨む 〇

髙　井 議員 ① 次期村長選に向け出馬する意思は 村の発展のため再度立候補する －

令和３年第２回 
６月11日 大　塚 議員

① 感染リスクを抑えた駅伝大会実現に向
けて

大会後援者としては支援・協力を惜し
まない 未実施

② 北海道一の安心安全な学校給食へ 地産地消の給食提供とＰＲを検討して
いく 検討中

令和３年第３回 
９月16日

山　元 議員 ① 夏場の観光スポット新たなる整備を 星座観測所設置の可能性を含め検討する 検討中

高橋（隆）議員
① 人口減を防ぐための人口維持の施策は 長期的展望にたった有効な対策を考える △

② 命の尊さ自覚させる更なる「新篠津教
育」を

小中一貫教育の推進と道徳教育の充実
に努める 検討中

林　　 議員 ① 空き家等対策計画策定で適切な維持管
理の指導を

具体的調査を踏まえ各対策に取り組ん
でいく 未解決

南　部 議員
① ふれあい農園を含めた ふれあい公園の

再整備は
農園利用者の意向を聞きながら検討し
ていく 検討中

② 農産物の干ばつ・猛暑の被害対応につ
いて

北海道の動向を注視し状況に応じ対応
していく 検討中

大　塚 議員

① 新たな農水省支援事業を積極的に活用
しては

本事業に一経営体がエネルギーを注ぐ
必要性は低い △

② ＤＸを推進するための担当部署設置は 人材を確保しながらデジタル化を進める 〇

③ 役場庁舎のエアコン導入早期の整備が
必要では

エアコン導入の重要性と脱炭素化を検
討する 検討中

一般（緊急）質問を行う目的と効果は、ただ単に執行機関の所信を
ただしたり、事実関係を明らかにするだけにとどまるものでは決し
てない。所信をただすことによって、執行機関の政治姿勢を明らか

にし、それに対する政治責任を明確にさせたり、結果として現行の
政策を変更、是正させ、あるいは新規の政策を採用させるなどの目
的と効果があると考える。

きっと、村民の疑問はまだまだあるはず・・・。だから、「解決！深掘」に努力します。
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行政常任委員会村内行政視察

令和４年度過疎対策関係政府
予算に関する要望などを決議

　令和３年11月25日、26日の両日、藤永議
長が第65回町村議会議長全国大会に参加する
ため、上京しました。
　緊急かつ重要な課題として解決を図る必要
がある案件とし「地方議会の位置付けを明確
に規定する地方自治法の改正等の早期実現を
求める特別決議」などが行われました。

　令和３年10月28日、行政常任委員会（山元委員長）で村内一円の行政視察を実施し、橋梁長寿命
化篠津運河北６号橋補修工事（12月20日完成）や南団地８・９号棟建築工事（12月15日完成）など
６カ所を視察しました。

　令和３年11月14日～16日の３日間、藤永
議長が全国過疎地域連盟第52回定期総会に参
加するため、村長と共に上京しました。
　過疎地域に対する総合的かつ積極的な支援
を行い、住民の暮らしを支えていく政策を確
立することが重要とし「令和４年度過疎対策
関係政府予算・施策に関する決議」などが行
われました。

橋梁長寿命化篠津運河北６号橋補修工事現場南団地８・９号棟建築工事現場

明治記念館で開催された全国大会　11/26メルパルクホール東京で開催された定期大会　11/15

新型コロナウイルス感染症対策
に関する特別要望などを採択
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令和４年 第１回定例会
のお知らせ

３月９日（水）
  ～３月18日（金）予定

どなたでも傍聴でき
ます。
皆さんのご来庁を
お待ちしております。

区　　分 開  催  月  日 会　期 委員会 ･ 議案調査 本会議日数 傍聴者数
第１回定例会   3月10日～19日 10日 8日 2日 3人
第１回臨時会   4月12日   1日 － 1日 0人
第２回臨時会   5月28日   1日 － 1日 0人
第２回定例会   6月  7日～11日   5日 3日 2日 2人
第３回臨時会   7月28日   1日 － 1日 1人
第３回定例会   9月  7日～16日 10日 8日 2日 0人
第４回臨時会 11月24日   1日 － 1日 0人
第４回定例会 12月14日～22日   9日 7日 2日 6人

令和３年議会開催状況

付　託　案　件 定例会 臨時会 合　計

村長
提出

条 例   9件   1件 10件
予 算 23件   4件 27件
決 算   5件   0件   5件
契 約   0件   1件   1件
人事案件   6件   3件   9件
そ の 他   3件   0件   3件
合 計 46件   9件 55件

委員会
議員
提出

意 見 書   6件   0件   6件
そ の 他   0件   0件   0件
合 計   6件   0件   6件

請願
陳情

請 願   1件   0件   1件
陳 情   3件   0件   3件
合 計   4件   0件   4件

議　決　結　果 定例会 臨時会 合　計

村長
提出

原案可決 35件   7件 42件
同 意   4件   2件   6件
認 定   5件   0件   5件
適任（答申）   2件   0件   2件
合 計 46件   9件 55件

委員会
議員
提出

原案可決   6件   0件   6件
否 決   0件   0件   0件
合 計   6件   0件   6件

請願
陳情

採 択   1件   0件   1件
一部採択   0件   0件   0件
不 採 択   1件   0件   1件
趣旨採択   2件   0件   2件
合 計   4件   0件   4件

令和３年付託案件・議決結果

今
年
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら

３
年
目
に
入
り
、
私
達
の
生
活
も

コ
ロ
ナ
禍
で
ど
う
前
向
き
に
生
き

て
行
く
か
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て

来
て
い
ま
す
。

感
染
リ
ス
ク
を
考
え
て
自
然
と

手
洗
い
、
マ
ス
ク
、
消
毒
、
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
、

私
も
風
邪
や
熱
を
出
す
こ
と
が

全
く
無
く
な
り
感
心
す
る
ば
か
り

で
す
。

そ
ん
な
中
、
世
界
的
な
消
費
需

要
の
高
ま
り
で
色
々
な
も
の
が
高

騰
し
私
達
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

海
外
の
安
価
な
燃
油
や
原
料
に

助
け
ら
れ
、
多
く
の
利
益
を
得
て

き
た
輸
入
大
国
日
本
が
、
今
ま
さ

に
ピ
ン
チ
な
状
況
で
す
。
世
界
の

リ
ー
ダ
ー
達
は
、
国
内
生
産
に
舵

を
取
り
、
特
に
食
糧
備
蓄
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

日
本
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
半
導
体
、

食
糧
な
ど
本
気
で
国
内
生
産
に
力

を
入
れ
な
け
れ
ば
国
民
の
不
安
は

拭
え
ま
せ
ん
。
不
安
が
あ
る
時
は

消
費
拡
大
は
望
め
な
い
の
で
不
安

を
解
消
す
る
こ
と
が
景
気
回
復
の

鍵
だ
と
思
い
ま
す
。

村
の
将
来
も
不
安
ば
か
り
で
は

良
い
村
づ
く
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
政

策
を
提
案
し
て
い
く
た
め
に
、
ど

う
か
村
民
皆
様
方
の
ご
意
見
と
ご

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。
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大
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）


